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日
吉
神
社
よ
り

■
公
民
館
清
掃

●
八
月
十
四
日
（
日
）
第
二
十
三
班
の
皆
様

●
八
月
二
十
八
日
（
日
）
第
二
十
四
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
翌
週
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
清
掃
日
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
防
災
無
線

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
八
月
二
十
日
（
土
）
第
二
十
二
・
二
十
三

二
十
四
班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
交
代
要
員
を

出
し
て
下
さ
い
。

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

■
七
月
十
三
日
（
水
）

福
島
町
会
館

●
町
内
会
長

コ
ロ
ナ
第
七
波
と
な
り
、
石
川
県
で
も
過
去
最
高
の

感
染
者
を
出
し
、
さ
ら
に
増
え
る
と
の
予
想
が
あ
り

ま
す
。
今
後
の
町
内
行
事
を
、
コ
ロ
ナ
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
時
期
的
に
も
熱
中
症
を
懸
念
し
て
い
る
。
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
よ
う
に
し
て
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

・
個
人
の
安
否
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
見
守
り
活

動
を
来
月
よ
り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・
墓
の
所
有
者
が
不
明
な
も
の
が
多
く
、
個
人
の
墓

場
で
も
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
散
見

さ
れ
る
。
お
盆
前
と
し
て
、
墓
地
清
掃
を
町
内
放
送

と
た
よ
り
に
て
、
清
掃
活
動
を
促
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
生
活
環
境
委
員
会

六
月
二
十
五
日
（
土
）
除
草
を
実
施
。
七
班
西
公
園
、

線
路
沿
い
、
旧
水
道
記
念
館
付
近
、
西
川
沿
い
に
て
。

●
広
報
委
員
会

六
月
号
に
て
初
の
両
面
刷
り
。
防
犯
チ
ラ
シ
を
掲
載
。

犯
罪
多
発
の
夏
季
中
、
継
続
予
定
で
す
。

●
自
主
防
災
会

九
月
二
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
よ
り
防
災
訓
練
実

施
予
定
。
九
月
初
旬
に
実
施
の
是
非
を
最
終
判
断
し

ま
す
。

●
防
災
委
員
会

六
月
十
九
日
（
日
）
、
令
和
四
年
度
能
美
市
自
衛
消
防

団
技
能
演
習
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
て
、
福
島
町
自
衛

消
防
団
が
優
良
賞
受
賞
。
詳
細
は
前
号
に
て
掲
載
済
。

●
神
社
係

七
月
二
日
（
土
）
に
各
団
体
と
秋
祭
り
の
打
ち
合
わ

せ
。
八
月
中
旬
に
実
施
の
是
非
を
最
終
判
断
。
各
班

長
の
皆
様
に
通
知
し
ま
す
。
神
社
内
で
の
神
事
は
必

ず
執
り
行
い
ま
す
。

●
議
会

八
月
二
十
一
日
（
日
）
意
見
交
換
会
を
実
施
。
一
般
市

民
対
象
で
、
募
集
は
締
め
切
り
済
で
す
。

●
町
内
会
長

・
七
月
二
十
三
日
（
土
）
七
夕
祭
実
施
。
昼
十
二
時
～

二
十
一
時
。
踊
り
の
夕
べ
詳
細
後
述
。

・
保
育
園
跡
地
利
用
検
討
必
要
。

・
合
掌
地
蔵
周
辺
の
美
化
の
要
望
あ
り
。

・
墓
地
案
内
看
板
拡
大
設
置
を
検
討
中
。

暑
い
日
々
が
や
っ
て
参
り
ま

し
た
。

私
事
で
す
が
、
昨
年

の
春
よ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

趣
味
と
し
て
お
り
１
年
以
上

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
楽
し
ん

で
お
り
、
そ
の
日
の
目
標
が

距
離
で
も
時
間
で
も
な
く
”

ア
イ
テ
ム
を
い
く
つ
貯
め

る
”
と
い
う
目
標
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

意
外
に
も
、
ご
年
配
の
歩
い

て
い
る
方
に
も
一
生
懸
命

「
ポ
ケ
モ
ン
」
を
捕
ま
え
て
い

る
の
を
見
か
け
ま
す
。
健
康

の
た
め
と
は
い
え
何
と
な
く

歩
い
た
り
何
と
な
く
走
っ
た

り
と
い
う
の
は
飽
き
が
き
て

継
続
が
難
し
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

し
か
し
こ
の
ア
プ
リ
も
良
し
悪
し
で
熱
中
し
過

ぎ
る
と
自
分
の
体
力
以
上
に
歩
い
て
し
ま
い
、
疲

れ
を
残
し
た
ま
ま
翌
日
を
迎
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
画
面
を
見
な
が
ら
の
歩
行
は
注
意

力
が
散
漫
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。
道
路
の
横
断

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
な
ど

で
躓
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

画
面
を
見

る
と
き
は
周
囲
を
確
認
し
て
立
ち
止
ま
る
こ
と

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
一
番
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
の
ビ
ー
ル
で
す
。
こ
の
表

を
参
考
に
す
る
と
五
百
㎖
の
ビ
ー
ル
を
±

0

に

す
る
に
は
六
千
二
百
歩
も
歩
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

ア
プ
リ
も
ア
ル
コ
ー
ル
も
上
手
に
付
き
合
っ
て
健

康
な
体
を
維
持
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

七
班
西

朝
本
和
裕

■のみ活倶楽部

能美市主催健康教室

第２第４火曜日

８月９日 ２３日

午前１０時～

福島町会館にて

中止の場合は

防災無線にて

お知らせ致します。

成
人
式
振
袖
予
約
展
示
会

七
夕
ま
つ
り
踊
り
の
夕
べ

第
二
回
班
長
会

根
上
校
下
婦
人
会
衣
装
室
よ
り

ご
案
内
で
す
。

●
対
象

平
成
十
五
年
四
月
二
日
～

平
成
十
六
年
四
月
一
日
お
生
ま
れ
の
方

●
日
時

八
月
二
十
一
日
（
日
）
九
時
～
十
五
時

●
場
所

根
上
校
下
婦
人
会
衣
装
室

＊
根
上
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
二
階

●
電
話
予
約
受
付

＊
要
予
約

七
月
十
七
日
（
日
）
十
時
～
昼
十
二
時

以
降
十
時
～
十
六
時

火
・
土
・
日
休
み

☎
〇
七
六
一
・
五
五
・
四
一
五
七

■
七
月
十
六
日
（
土
）

福
島
町
会
館

防
災
訓
練
・
秋
祭
り
の
ご

案
内
、
各
班
か
ら
の
ご
要

望
と
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

班
長
の
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

町
内
暗
が
り
箇
所
チ
ェ
ッ
ク

右
記
役
員
会
終
了
後
、
五

チ
ー
ム
に
分
か
れ
実
施
。

街
路
灯
の
チ
ェ
ッ
ク
、
不

足
箇
所
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
町
内
の
防
犯
に
役

立
て
ば
と
考
え
ま
す
。
当

た
よ
り
の
裏
面
を
ご
参
照

下
さ
い
ま
せ
。

■
夏
越
の
祓
い
・
茅
の
輪
く
ぐ
り

六
月
二
十
二
日
（
水
）
￢
夏
越
大
祓
い
式
」
の
神
事
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
氏
子
の
皆
様
が
納
め

た
「
人
形
」
を
神
前
に
お
供
え
し
、
安
宅
住
吉
神
社
神

職
が
祝
詞
、
六
根
清
浄
を
唱
え
、
こ
の
半
年
の
罪
や

汚
れ
を
祓
い
浄
め
て
頂
き
ま
し
た
。

又
、
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に

茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

■
厄
祓
い
打
合
せ
会
」
の
お
知
ら
せ

今
年
の
「
厄
祓
い
打
合
せ
会
」
を
左
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
日

時

八
月
二
十
一
日
（
日
）
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

●
場

所
福
島
町
公
民
館

●
該
当
者

・
十
九
厄
（
女
性
）

平
成
十
六
年
四
月
～
十
七
年
三
月
生

・
五
五
賀
（
男
性
）

平
成
十
一
年
四
月
～
十
二
年
三
月
生

・
初
老
（
男
性
）

昭
和
五
十
七
年
四
月
～
五
十
八
年
三
月
生

・
還
暦
（
男
性
）

昭
和
三
十
七
年
四
月
～
三
十
八
年
三
月
生

※
右
記
以
外
の
厄
祓
い
、
古
稀
、
喜
寿
等
の
長
寿
年

祝
い
の
奉
告
詣
り
に
つ
い
て
は
「
福
島
町
だ
よ
り
」

十
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す

か
。

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
、
熱
中
症
対
策
を
万
全
に
お

過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
、
エ
ア
コ
ン
使
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

七
夕
ま
つ
り
踊
り
の
夕
べ
に
、
児
童
十
二
名
で
結
成

し
た
チ
ー
ム
「
福
島
リ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

ま
つ
り
直
前
の
急
激
な
感
染
拡
大
で
、
当
日
参
加
で

き
な
い
メ
ン
バ
ー
も
数
人
い
た
な
か
、
五
年
生
女
子

を
中
心
に
最
後
ま
で
息
の
あ
っ
た
踊
り
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
笑
顔

と
一

生
懸
命
踊
る
姿
は
会
場
に
い
る
全
員
に
勇

気
と
感
動
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。


